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表紙：中林 美月（武蔵野美術大学芸術文化学科 2 年）

　能登半島地震からの復興が待たれるなか、是非訪れたいと考え

ている図書館のことが頭に浮かんだ。新しい石川県立図書館であ

る。構想の策定から落成まで約6年間の年月を経て、2022年金沢

市小立野に移転、開館した。「加賀は天下の書府」ともいわれ、加

賀藩と藩主前田家より伝わる数々の資料、石川県の郷土史家であ

る森田柿園の郷土史料（森田文庫）など多くの貴重資料を所蔵

し、明治12年の最初の開館から100年以上もの歴史を誇る県立図

書館である。

　かつて加賀藩では文芸や学問が推奨され、加賀友禅、輪島塗、

九谷焼などの工芸が発達し、また金沢三文豪として名高い泉鏡花、

室生犀星、徳田秋聲が誕生した。県立図書館は「書籍や資料が並

ぶ静かな場所（書庫）」というそれまでの図書館の固定概念を突き

破った、すなわち現代情報文化の発展への寄与という側面からの

新しいコンセプトを持つ知的空間である。

　蔵書数約100万冊、閲覧スペース約500席と規模が大きく、中心

を囲むように円環状の書棚が並ぶ華麗なデザインと個性的なイン

テリアの配置が新鮮な驚きだ。また講演会やイベントが開催される

文化交流の為のエリア、県文化を彩る工芸品の展示、研修室、食文

化やモノづくり体験スペース、カフェや屋外広場など、子どもから研

究者まで自由に集える交流の場である。

　この図書館の情報に関連して、2019年に公開されたドキュメン

タリー映画〈ニューヨーク公共図書館 エクス・リブリス〉を観た。美

しい古典様式建築の本館と92の分館からなる、まさに世界最大級

の知の宝庫として、市民の知的な寛ぎの場、また芸術家達の模索と

発露の舞台となっている。

　この映画で興味深いのは、その営みの内側にスポットライトを当

てていることである。司書の豊かな知識と的確なアドバイス、ボラ

ンティアの活躍ぶり、市の補助金と民間からの寄付金をいかに駆

使して、図書館が持つべき社会的責任を全うし、日進月歩で進歩す

るデジタル社会への対応をどのように次世代へ繋いでいくのか。ま

たその対応技術を全ての市民にどのように普及させるのか。それら

の手段について、戦略会議で幹部が綿密に議論を重ねていく様子

が描かれている。

　『図書館が存在する目的とはその先にある社会の在り方を示す

こと』の言葉が胸を刺す。

館長室だより 図書館長　江澤聖子
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